
   

 

  平成 19 年５月 23 日 

各   位 

会 社 名 三 光 ソ フ ラ ン 株 式 会 社

代表者の役職氏名 代表取締役社長  高 橋 誠 一

（コード番号1729大阪証券取引所

          〈ヘラクレス市場〉）

問 い 合 せ 先 執行役員総務部長 長谷川 峰雄

 TEL. 048－667－1000 

 

当社子会社（メディカル・ケア・サービス株式会社）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社子会社であるメディカル・ケア・サービス株式会社（名証セントレックス コード番号２４９４）

が平成19年４月６日に公表した平成19年８月期中間（平成18年９月１日～平成19年２月 28日）

および通期（平成 18 年９月１日～平成 19 年８月 31 日）の業績予想（連結・個別）を、別紙のと

おり修正いたしましたのでお知らせ致します。 

尚、本件に伴う当社連結業績への影響につきましては、平成 19 年５月 23 日発表の中間決算短

信に記載しております。 

 

 

以上



 別 紙  
平成 19 年 5 月 23 日 

各  位 

 

埼玉県さいたま市大宮区大成町一丁目 246 番地

メディカル・ケア・サービス株式会社

代表取締役社長 山  中  一  範

（コード番号２４９４ 名証セントレックス）

問合せ先： 取 締 役 財 務 部 長  石 塚  明

電話番号： ０４８－６５１－６７００（代表）

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成 19年 4月 6日に公表した平成 19年 8月期中間（平成 18年 9月 1日～平成 19年 2月 28日）

及び通期（平成 18 年 9 月 1日～平成 19 年 8 月 31 日）の業績予想（連結・個別）を下記のとおり

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 19 年 8 月期中間業績予想の修正（平成 18 年 9 月 1日～平成 19 年 2月 28 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） ３，６５６ △１８ △２７

今 回 修 正 予 想 （ B ） ３，６５６ △１８ △２９６

増 減 額 （ B － A ） ― ― △２６９

増 減 率 ― ― ―

前期実績（平成 18 年 8 月期中間） ２，３４５ ６６ ９６

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） １，７５６ △３９ △４７

今 回 修 正 予 想 （ B ） １，７５６ △３９ △３１７

増 減 額 （ B － A ） ― ― △２７０

増 減 率 ― ― ―

前期実績（平成 18 年 8 月期中間） １，２７４ ２６ ８２

 

 



２．平成 19 年 8 月期通期業績予想の修正（平成 18 年 9 月 1日～平成 19 年 8月 31 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） ８，２２４ ３２０ ２４９

今 回 修 正 予 想 （ B ） ７，５００ ２４５ △９５

増 減 額 （ B － A ） △７２４ △７５ △３４４

増 減 率 △８.８％ △２３．４％ △１３８．２％

前期実績（平成 18 年 8 月期） ５，４５２ ２５３ １８５

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） ４，２０１ １７６ １５６

今 回 修 正 予 想 （ B ） ３，５００ １００ △１８８

増 減 額 （ B － A ） △７０１ △７６ △３４４

増 減 率 △１６．７％ △４３．２％ △２２０．５％

前期実績（平成 18 年 8 月期） ３，０４４ １３６ １３４

 

３．業績修正の理由 

（１）平成 19 年 8月期中間 

（連結） 

新たに会計監査人となりました一時監査人より棚卸資産である販売用不動産において取得価額と固

定資産税評価額に乖離金額の大きい物件について評価を切り下げ、販売用不動産評価損として特別損

失（２６９百万円）計上するように指導があったため、中間純利益が大幅減少となりました。なお、

売上高及び経常利益につきましては、修正はありません。 

 

（個別） 

売上高及び経常利益につきましては連結同様修正ありません。また、中間純利益の業績修正の理由に

つきましては、連結と同様であります。 

 

（２）平成 19 年 8月期通期 

（連結） 

 売上高につきましては、介護事業が順調に推移してきており、通期につきましても同様の見込みで

ありますが、当初予定しておりました高齢者施設の販売見込みが白紙となったことに加え、この他の

不動産販売の売上見込みが減少したためであります。 

 経常利益及び当期純利益につきましては、上記不動産売上見込みの減少に伴い当該取引から見込ん

でおりました利益が減少するほか、当中間期におきまして特別損失計上しております販売用不動産評

価損により当期純利益は大幅減少となる見込みであります。 



（個別） 

 売上高及び経常利益、当期純利益の業績修正の理由につきましても、連結と同様であります。 

 

（注）上記の予想は現時点において入手可能な数値に基づいて作成したものであり、実際の業績は様々な要因に

より予想値と異なることがあります。 

以上  

 


